
ルクセンブルク経済・金融情勢（２０１３年７月前半）

１．経済

●当国所在企業のうち、２０１３年１月１日時点で最大の雇用を有するのはア

ルセロール・ミタルグループ（４，８１０名）。２位はBGL BNP パリバグルー

プ（４，０６０名）、３位はＰ＆Ｔ社（３，９９０名）であった。なお、当国

政府は２６，１１２名の雇用を有している。（１日付統計局プレスリリース）

●２０１３年第１四半期の当国貿易収支は、１８０百万ユーロの黒字であった。

２０１２年第一四半期は４３５百万ユーロの黒字であったため、前年同四半期

比で▲２５５百万ユーロである。（２日付中央銀行及び統計局プレスリリース）

●２０１３年第１四半期の経済成長率速報値は、前年同四半期比１．０％増、

前四半期比では▲１．６％であった。また、２０１２年の経済成長率は０．６％

から０．５％に見直された。（２日付統計局プレスリリース）

●２０１３年第一四半期、当国における倒産件数は５２２件で、前年同四半期

比で▲８％。倒産件数の減少は見られるものの、部門別に見ると建設セクター

の倒産件数は５５件で、前年同四半期比４８％の増加である等、状況が改善し

ているとは言い難い。（２日付ヴォルト紙）

●６月のインフレ率は２．１％（５月は１．６５％）。（３日付統計局プレス

リリース）

●ルクスエアー社、２０１４年３月３０日よりダブリンへ週４便で就航すると

５日に発表。（６日付ヴォルト紙）

２．金融

●ルクセンブルク・フォー・ファイナンス（注：当国財務省管轄の半官半民団

体で、当国金融センターを振興するための組織。）ＣＥＯとして、職業外交官

のニコラ・マッケル（Nicolas Mackel）氏が就任。（１日付ルクセンブルク・

フォー・ファイナンス）

●スイスのプライベートバンクであるミラボー（Mirabaud）グループ、２０１

４年より当国に欧州の顧客を対象とした資産管理銀行を開設予定であると１日

に発表。（２日付ヴォルト紙電子版）

●HSBCホールディング社、法人向けサービスを提供する支店を当国に開設する

と８日に発表。また、６月に閉鎖が決定されていた同グループの当国所在プラ

イベートバンクであるHSBC Trinkaus & Burkhardについては、リヒテンシュタ

インのVP Bankへの業務売却手続が開始された。（８日付ヴォルト紙電子版及び

１５日付ペーパージャム誌電子版）

●４月末時点の当国における投資信託資産残高は２兆５８４０億ユーロで、一



年で１６．８２％の増加。（９日付ヴォルト紙）

●ＥＵ代替投資ファンド・マネージャー指令（ＡＩＦＭＤ）を国内法化するた

めの法案が国民議会にて可決。（１０日付ヴォルト紙電子版）

●保険委員会（Commissariat aux assurances）の年次報告によると、２０１２

年、当国保険会社全体の税引き後利益は１兆６７８０億ユーロで、前年比２８．

５３％の増加。また、当国保険セクターにおける就業者数は前年比で６％増加

した。（１２日付ル・コティディアン紙）

３．政府

●フリーデン財務相、ブリュッセル開催のユーログループ（８日）及びＥＵ財

務相理事会（９日）に出席。（８日付財務省コミュニケ）

●ルクセンブルク政府、今年３月の国債発行に続き、総額２０億ユーロの国債

を市場を通じ発行。当国が１年で２度も市場を通じて国債を発行するのは前例

がないことである。（３日付ヴォルト紙電子版）

●シュナイダー経産相、８日に自動車関連センサーを製造する当国ＩＥＥ社の

Ｒ＆Ｄ分野への共同出資協定に署名。（９日付ヴォルト紙）

※ 当国政府機関の公表資料や各種報道等の公開情報を取りまとめたもの。


